
令和７年度 第１回 上島小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時    令和７年４月１８日（金） １４時００分から１５時３０分 

２ 開 催 場 所    上島小学校 会議室 

３ 出 席 委 員    加藤 憲司、山本 暢子、大橋 薫、森園 大介、 

松本 貴聖、山崎 真弓 

４ 欠 席 委 員    青木 榮治、白澤 かおる、有賀 愛 

５ オブザーバー    伊藤 成明（曳馬協働センター） 

６ 学   校   岩﨑 光宏（校長）、竹田 良子（教頭）、 

髙畠 美保（主幹教諭）、髙橋 靖人（担当） 

７  傍 聴 者    なし 

 ８ 会議録作成者  CS ディレクター 清水 遥 

 ９ 会長の選出及び副会長の指名 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、大橋委員から加藤委員

を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、加藤会長か

ら青木委員を副会長に指名する旨の報告があった。 
 

１０ 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、大橋委員から加藤会長

を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

１１ 協 議 事 項 

   （１）学校運営の基本方針について 

（２）いじめ防止基本方針について（いじめの定義・本校の対応） 

（３）「夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書」について 
 

１２ 会 議 記 録 

司会から、委員総数９人の内６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

 

（１）学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明が

あり、委員から以下の発言があった。 

・ 朝、校長が校門で子供たちを出迎えているのを見かける。保護者も安心すると思う。 

（大橋委員） 

・ 去年まではうつむいて登校していた子が、今年は元気に挨拶して登校していて安心

した。                            （山本委員） 

・ 自分の子を見ている限り学校へ元気に行っているので、何か大きく改善する必要は

ないと思う。                         （松本委員） 



・ わが子が楽しく学校へ通い、元気に活動している。学校では元気に挨拶できるが、

近所では恥ずかしがってなかなか挨拶ができない。        （山崎委員） 

・ 地域の人が、校門に立って挨拶をしてみたらどうか。       （加藤委員） 

・ 曳馬中学校の生徒１０人くらいが、月に１度、校門で挨拶運動を行ってくれる。 

（校長） 

・ グランドデザインについて令和７年度変わったところは。（伊藤） 

・ 主要なところ変更していない。どの子にも居場所のある学校にしたい。家庭、地域、

学校とで手を取り合い、チーム上島として子供たちの指導にあたっていく。（校長） 

・ グランドデザインの子ども達が通いたい学校というのはすごく良いと思う。 

                         （森園委員） 

   協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）いじめ防止基本方針について 

議長の指示により、髙橋より、別紙資料に基づきいじめ防止基本方針について説明

があり、委員から以下の発言があった。 

・ いじめに気付くことはは難しいか。               （加藤委員） 

・ 日々の見取りだけでなく、生活アンケートを年５回実施している。アンケート後の

聴き取りも丁寧に行うことで、早期発見に努めている。        （教頭） 

・ 仲の良い子とけんかをしたとき担任から連絡がきたが、そのようなところまで学校

が関わるのか。そのままでもよいと思うが。           （松本委員） 

・ そのままでよいという家庭もあるが、何も知らなかったり、そのままでは済まされ

なかったりする家庭もある。様々な事例があるので、自分たちで解決できる場合は

よいが、そうではないこともあるので学校が介入する。学校から連絡をするのは、

いずれ自分で考えられるようにしていくためでもある。解決のスキルを身に付けて

いくためにも、丁寧に保護者を巻き込んで行っていく必要がある。気づいたことは

保護者に連絡する。                         （教頭） 

 

（３）「夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書」について 

議長の指示により、教頭より、別紙資料に基づき夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に

対する意見書について説明があった。 

 

その他報告事項等 

・ 森園学校支援コーディネーターより 

    〇子供たちが良い学校にするために話し合っているのに、大人がやらないわけに

いかない。気を引き締めて行っていきたい。 

    〇卒アルを見たが、先生の顔が全くわからなかった。用がなくても学校へ行くよ

うにしたい。 

 



・ オブザーバー浜松市曳馬協働センター伊藤主任より 

    〇上島小から曳馬協働センターが遠いため、自分から情報を得るように動かない

といけない。 

    〇不登校が数名いるようなので、曳馬協働センターに来てもらえるとよい。 

 

・ 司会から、次回会議は、２０２５年７月１日（火）午後１４時から会議室で開催

する旨の報告があった。 

・ 司会から、次回の議長の選出について委員に意見を求めたところ、大橋委員か

ら加藤会長を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 


